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▼市民憲章を唱和する多田圭美さん

　

奥
越
の
冬
に
は
め
ず
ら
し
く
、
さ
わ
や
か
な
好
天
に
恵
ま

れ
た
一
月
十
五
日
の
「
成
人
の
日
」
。
晴
れ
着
姿
も
ま
ぶ
し
い

新
成
人
が
、
薄
氷
を
踏
み
し
め
な
が
ら
、
市
民
会
館
で
の
成

人
式
に
臨
み
、
決
意
を
新
た
に
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

式
典
は
、
午
前
十
時
か
ら
大
ホ

ー
ル
で
行
わ
れ
、
最
初
に
新
成
人

を
代
衣
し
て
多
川
玉
美
さ
ん
（
松

丸
）
が
中
心
と
な
り
、
参
加
者
全

員
で
人
野
巾
民
憲
章
を
唱
和
し
ま

し
た
。

　

山
内
市
長
が
「
こ
れ
を
機
会
に

権
利
を
行
使
し
、
同
時
に
義
務
も

果
た
し
な
が
ら
常
々
と
ま
い
進
し

て
く
だ
さ
い
L
と
式
辞
。
こ
の
後

市
議
会
議
貝
全
‥
只
が
新
成
人
に
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
前
原
災
樹
さ
ん
（
ト
麻

生
島
）
が
哲
‥
い
の
こ
と
ば
を
読
み

上
げ
式
岨
ハ
を
終
え
ま
し
た
。
そ
の

後
、
出
身
中
学
校
別
の
記
念
撮
影

が
行
わ
れ
、
な
つ
か
し
い
友
八
と

い
っ
し
ょ
に
う
れ
し
そ
う
に
フ
ラ

ノ
ン
ユ
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
、
成
人
式
の
対
象
と
な
っ

た
人
は
、
住
民
登
録
者
で
四
百
五

－
七
人
、
巾
外
か
ら
の
参
加
者
が

。
自
人
の
計
五
百
五
十
七
人
一
、
男
二

百
八
ト
八
人
、
女
二
び
六
ト
上
几
人

こ
の
う
ち
出
席
者
は
、
四
百
六
ト

九
人
（
八
四
・
二
％
）
で
し
た
。

昨
年
の
秋
に
開
か
れ
た
新
成
人
と

語
る
会
で
は
、
成
人
式
で
の
要
望

に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
が
、
新

成
人
か
ら
は
、
こ
れ
と
い
っ
た
要

望
も
な
い
こ
と
か
ら
、
今
年
は
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
は
い
っ
さ

い
例
年
に
な
く
さ
み
し
い
成
人
式

と
な
り
ま
し
た
。
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さ
ぞ
か
し
美
男
美
女
に

朝比奈節子先生

　

元尚徳中担任（

現上庄中）

　

年
月
の
過
ぎ
る
速
さ
を
実
感
し

ま
し
た
。
今
は
さ
ぞ
か
し
美
男
美

女
に
成
長
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

「
大
人
の
階
段
登
る
君
は
ま
だ

シ
ン
デ
レ
ラ
さ
幸
せ
は
き
っ
と

誰
れ
か
が
運
ん
で
く
れ
る
と
信
じ

て
る
」
と
い
う
三
年
生
の
時
の
合

唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
曲
の
詞
を
思
い

出
し
ま
し
た
。
懐
か
し
い
顔
々
、

澄
ん
だ
瞳
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　

き
び
し
い
先
生
で
し
た
が
、
卒

業
後
も
親
し
く
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
今
年
で
学
生
生
活
も
終

わ
り
、
社
会
人
に
な
り
ま
す
。
気

持
ち
を
切
り
替
え
て
、
与
え
ら
れ

た
仕
事
は
責
任
を
持
っ
て
こ
な
せ

る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。
ス
ポ
ー

ツ
や
公
民
館
活
動
な
ど
も
、
積
極

的
に
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

南部峰子さん

　

（蕨生）

輝
け
豊
か
な
個
性

竹本恭子先生

　

元開成中担任（

現阪谷小）

　

ア
ル
バ
ム
を
開
け
ば
、
君
た
ち

は
少
年
の
笑
顔
の
ま
ま
。
一
人
ひ

と
り
、
輝
く
ば
か
り
に
豊
か
な
個

性
の
持
ち
主
た
ち
。
中
学
を
卒
業

し
て
五
年
。
成
人
を
迎
え
自
分
の

道
を
見
つ
け
た
だ
ろ
う
か
。
苦
し

み
は
君
の
心
の
糧
と
な
り
、
楽
し

み
は
心
の
豊
か
さ
に
な
る
だ
ろ
う

天
に
召
さ
れ
た
友
を
悼
み
、
命
の

尊
さ
を
胸
に
強
く
生
き
て
ほ
し
い
。

　

高
校
入
試
の
と
き
、
先
生
が
親

身
に
な
っ
て
一
緒
に
勉
強
を
教
え

て
下
さ
っ
た
こ
と
が
強
く
印
象
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

成
人
の
日
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら

は
責
任
あ
る
行
動
を
し
な
け
れ
ば

と
最
初
に
感
じ
ま
す
。
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
た
の
で
す
か
ら
、
社

会
人
と
し
て
は
ず
か
し
く
な
い
生

活
態
度
で
頑
張
り
た
く
思
い
ま
す
。岡真弓さん

　

（高砂町）

　

中
学
時
代
は
、
と
て
も
楽
し
く

過
ご
せ
た
思
い
出
で
一
杯
で
す
。

先
生
に
は
大
変
お
世
話
を
か
け
申

し
訳
け
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

四
月
生
れ
で
こ
十
一
歳
に
近
く

新
成
人
と
し
て
の
実
感
は
薄
い
が

親
元
を
離
れ
て
い
ま
す
し
、
自
分

の
行
動
に
は
責
任
を
と
自
覚
し
て

来
た
つ
も
り
で
す
。
今
後
も
こ
の

気
持
を
忘
れ
ず
に
行
き
ま
す
。横田光代さん

　

（有明町）

自
分
の
行
動
に
責
任
を

太田真理子先生

　

（陽明中担任）

　

三
年
六
組
の
皆
さ
ん
、
成
人
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
振
り
返

れ
ば
あ
っ
と
い
う
ま
の
一
年
間
で

し
た
が
、
球
技
大
会
や
体
育
大
会

な
ど
数
々
の
行
事
が
思
い
出
さ
れ

ま
す
。
い
よ
い
よ
大
人
の
仲
間
入

り
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
は
自
分
の

行
動
に
責
任
を
持
ち
、
立
派
な
社

会
人
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

と
に
か
く
明
る
く
て
、
生
徒
と

い
っ
し
ょ
の
次
元
に
い
て
く
れ
た

先
生
で
し
た
。
成
人
式
は
そ
れ
ほ

ど
ピ
ン
と
き
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
、
社
会
人
に
な
っ
た
と
き

の
方
が
、
成
人
に
な
っ
た
印
象
が

強
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
若
い
人

た
ち
の
活
気
が
あ
る
町
に
な
る
よ

う
、
自
分
な
り
に
が
ん
ば
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

山内正人さん

　

（五条方）

上
庄
つ
子
ら
し
い
誠
実
な
心
を

近森愛子先生

　

（上庄中担任）

　

皆
さ
ん
が
、
三
年
生
の
時
に
は

旧
校
舎
の
改
築
と
い
う
あ
わ
た
だ

し
い
日
々
の
中
で
の
学
生
生
活
で

し
た
。
懐
か
し
い
想
い
が
し
ま
す
。

　

二
十
歳
に
な
ら
れ
た
今
、
ま
ず

健
康
に
気
を
つ
け
、
上
庄
っ
子
ら

し
い
誠
実
な
心
を
失
わ
ず
、
前
途

に
希
望
を
抱
き
責
任
あ
る
行
動
の

と
れ
る
若
者
に
な
ら
れ
る
よ
う
願

っ
て
い
ま
す
。



平成3年12月末現在の

市の家計簿・cす

　

市
の
家
計
簿
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
私
た

ち
が
納
め
た
税
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
を
知

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
平
成
三
年
十
二
月
末
現
在
の
財
政
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
ご
家
庭
の
家
計
簿
と
同
様
に
、
市
の
台
所
事

情
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
般
会
計

市
の
普
通
一
般
の
歳
入
・
歳
出
を
経
理
す
る

会
計
で
、
土
木
費
、
教
育
費
、
民
生
費
な
ど

基
本
的
な
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

《歳入》

予
算
現
額
1
3
3
億
9
、
1
5
1
万
円

収
入
済
額
8
8
億
8
、
8
6
4
万
円

収
入
率
6
6
・
4
％

《歳出》

予
算
現
額
1
3
3
億
9
、
1
5
1
万
円

収
入
済
額
8
0
億
6
ヽ
7
1
4
万
円

収
入
率
6
0
・
2
％

市債の借入先
総額ま：82it639万円

・
大
蔵
省
資
金
運
用
部
3
3
億
4
、
1
8
4
万
円
（
4
0
・
7
％
）

・
郵
政
省
簡
易
保
険
局
2
1
億
1
、
3
7
4
万
円
（
2
5
●
8
％
）

・
市
内
金
融
機
関
1
8
億
2
、
2
4
1
万
円
（
2
2
・
2
％
）

・
特
定
資
金
3
億
2
、
0
4
5
万
円
（
3
・
9
％
）

●
公
営
企
業
金
融
公
庫
3
億
7
2
4
万
円
（
3
．
7
％
）

●
そ
の
他
3
億
フ
ー
万
円
（
3
・
7
％
）

歳入

歳出



特
別
会
計

市
が
特
定
の
事
業
を
行
う
と
き
に
、
一
般
会

計
と
区
別
し
て
経
理
し
、
そ
の
特
殊
性
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
ま
す
。

国
民
健
康

保
険
事
業

老
人
保
健

事
業

簡
易
水
道

事
業

南
部
第
二
土
地

区
画
整
理
事
業

農
業
集
落

排
水
事
業

（
企
業
会
計
）

水
道
事
業

況
状

入
収

の
税

市

入
場
税

特
別
土
地
保
有
匈

軽
自
動
車
税

都
市
計
画
税

た
ば
こ
税

固定資産税市民税

主な建設事業 ぐ執符湖1附）

事業名 事業費 事業名 事業費

エキサイト広場周辺整備事業 1億5，792万円

真名川憩いの島整備事業 6。300万円

武家屋敷保存整備事業 6，380万円

明治公園テニスコート整備事業 3。432万円

白転車専用駐車場建設事業 2。750万円

陽明中学校校舎増築事業 6。795万円

li徳中栄誇大規模改浩暮業 5。540万円

グリーングリーン大野整備事業 8．152万円

ハ4マ一lヽク1吊ヂル富池 2。000万円
屋垠融雪イk促遠慮業補助 2。362万円

無雪モデルタウン整備事業 クd137T円

亦通客全施設琴僅喜尊 4。464万円

亀山公園整備事業 1億2，542万円

島村基盤総合整備事業 2億245万円

構造政策推進モデル集落整備事業補助 4。780万円

高度輪作営農条件整備事業補助 5。373万円

団体営農道整備事業 5。929万円

県単・市単土地改良事業 4。856万円

ikik’iM’回診・政直・植忿・勁：4浩恵！ 2億778万円
特用林産産地化形成総合対策事業補助 2，970万円

道路改良舗装事業 3億2，386万円

河川改良事業 1億5，850万円

都市計画街路整備事業 3。991万円

市庁舎改修事業 5，797万円



市
県
民
税
と
所
得
税
の
申
告

期
限
は
3
月
1
6
日
、
手
続
き
は
早
め
に

　

今
年
も
、
市
県
民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確
定
申
告
の

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
申
告
期
間
は
、
市
県
民
税
が
二
月

二
十
五
日
（
月
）
か
ら
三
月
十
六
日
（
月
）
、
所
得
税
は
二
月

十
七
日
（
月
）
か
ら
三
月
十
六
日
（
月
）
で
す
。
申
告
に
必
要

な
書
類
や
証
明
書
は
、
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
、
早
め
の

申
告
手
続
き
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

市
県
民
税

　

市
県
民
税
申
告
の
日
程
は
、
表

の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
用
紙
は
、
二
月
中
旬
こ
ろ

区
長
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

そ
の
際
、
行
政
区
ご
と
の
申
告
日

時
と
会
場
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

混
雑
を
避
け
る
た
め
に
も
、
で
き

る
だ
け
指
定
さ
れ
た
日
に
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

　

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

は
、
平
成
四
年
一
月
一
日
現
在
、

市
内
に
住
ん
で
い
た
人
で
、
次
に

該
当
す
る
人
で
す
。

◆
昨
年
中
に
所
得
が
あ
っ
た
人
。

　

た
だ
し
、
所
得
税
の
確
定
申
告

　

を
す
る
人
や
給
与
所
得
者
（
サ

　

ラ
リ
ー
マ
ン
）
で
給
与
以
外
の

　

所
得
が
な
い
人
は
除
き
ま
す
。

◆
給
与
所
得
以
外
に
、
地
代
、
家

　

賃
、
配
当
、
退
職
金
な
ど
の
収

　

入
が
あ
っ
た
人
。
た
だ
し
、
退

　

職
金
の
場
合
、
勤
務
先
で
分
離

　

課
税
さ
れ
た
人
は
除
き
ま
す
。

　
　
　

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

　

次
の
所
得
は
、
申
告
を
忘
れ
が

ち
に
な
り
ま
す
。
必
ず
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

●
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
で
得
た

　

収
入

●
保
険
の
勧
誘
や
物
品
販
売
な
ど

　

の
外
交
員
報
酬

●
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
な
ど
の

　

年
金
収
入

申
告
に
必
要
な
も
の

　

申
告
の
際
は
、
次
の
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

◆
所
得
の
計
算
に
必
要
な
帳
簿
や

　

書
類
。
例
え
ば
、
売
上
帳
、
仕

　

入
帳
、
源
泉
徴
収
票
、
請
求
書

　

領
収
書
な
ど

◆
国
民
健
康
保
険
税
や
国
民
年
金

　

保
険
料
、
生
命
保
険
料
、
損
害

　

保
険
料
、
医
療
費
な
ど
の
領
収

　

書
ま
た
は
支
払
証
明
書
な
ど

◆
そ
の
他
、
印
鑑
、
家
族
の
生
年

　

月
日
が
分
か
る
健
康
保
険
証
な

　

ど

　

も
し
、
申
告
用
紙
が
届
か
な
か
っ

た
り
、
記
入
の
仕
方
が
分
か
ら
な

い
と
き
は
、
市
役
所
税
務
課
市
民

税
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

2
3
・
4
2
4
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税

　

平
成
三
年
分
（
平
成
三
年
一
月

一
日
～
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の

分
）
の
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、

二
月
十
七
日
か
ら
大
野
税
務
署
で

受
け
付
け
ま
す
。

　

申
告
期
限
は
三
月
十
六
日
で
す

が
、
期
限
間
近
に
な
り
ま
す
と
大

変
混
雑
し
ま
す
。
申
告
は
早
め
に

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
が
必
要
な
人

◆
平
成
三
年
分
の
事
業
所
得
、
不

　

動
産
所
得
な
ど
の
所
得
の
合
計

　

額
が
、
所
得
控
除
（
基
礎
控
除

　

配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど

　

の
合
計
額
を
超
え
る
人

◆
給
与
所
得
者
で
、
①
給
与
の
年

　

収
が
千
五
百
万
円
を
超
え
る
人

　

②
二
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受

　

け
て
い
る
人
⑧
給
与
所
得
や
退

　

職
所
得
以
外
の
所
得
金
額
の
合

　

計
が
二
十
万
円
を
超
え
る
人

◆
給
与
所
得
者
で
、
①
住
宅
を
購

　
　

入
し
た
人
②
災
害
や
盗
難
に

　

遭
っ
た
人
③
多
額
の
医
療
費
を

　

支
払
っ
た
人
な
ど

納
税
相
談

　

農
業
所
得
と
営
業
所
得
に
つ
い

て
の
納
税
相
談
が
、
次
の
と
お
り

実
施
さ
れ
ま
す
。
時
間
は
、
午
前

九
時
か
ら
午
後
四
時
で
す
。

農
業
所
得
▼
上
庄
農
協
＝
2
月

　

1
7
～
1
9
日
▼
市
農
協
阪
谷
支
所

　

＝
2
月
1
8
～
2
0
日
▼
市
農
協
小

　

山
支
所
・
乾
側
支
所
＝
2
月
1
9
・

　

2
0
日
▼
市
農
協
下
庄
支
所
・
富

　

田
支
所
＝
2
月
2
0
・
2
1
・
2
4
日

営
業
所
得
▼
大
野
税
務
署
＝
2

　

月
1
7
日
～
3
月
1
6
日

市・県民税申告の日程
月日 曜日 場所

2．25 火

市役所26 水

27 木

28 金
乾側公民館

小山公民館

3．2 月
庄林生活改善センター

南六呂師集落センター

3．3 火
下庄公民館

3．4 水

3．5 木 上庄公民館

月日 曜日 場所

3．6 金 上庄公民館

3．9 月 木本集落センター

3．10 火
富田公民館

市農協富田支所

3．11水
五箇ふるさと自然の家

蕨生集落センター

3．12木
阪谷公民館

市農協阪谷支所

3．13金
市役所

3．16 月

・時間はいずれも午前9時～午後4時

　

ただし、2日、9日、11日は午前11時まで。

・地区ごとの日程明細は、後日、申告書配布の際にお知

　

らせします。



12月定例

市議会

一
般
会
計

補
正
予
算

2
億
9
4
0
万
円
を
補
正

　

第
二
百
五
十
九
回
定
例
市
議
会
は
、
昨
年
十
二
月
十
日
か
ら

二
十
日
ま
で
の
十
一
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
平
成

三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
や
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
十

一
議
案
が
審
議
さ
れ
た
結
果
、
全
議
案
と
も
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
歳

入
・
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
こ
億
九
百

四
十
万
三
千
円
を
追
加
。
総
額
で

は
、
百
三
十
こ
億
四
千
こ
百
八
十

八
万
九
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

主
な
歳
出
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

民
生
費

▼
精
神
薄
弱
者
施
設
援
護
扶
助
…

　

八
百
四
十
九
万
円

▼
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
事
業
・
：
こ
百

　

八
十
三
万
円

▼
老
人
保
護
措
置
費
・
：
こ
千
四
百

六
十
一
万
円

衛
生
費

★
保
健
セ
ン
タ
ー
機
能
回
復
訓
練

　

室
増
築
及
び
床
暖
房
設
置
事
業

　

…
こ
千
百
六
十
三
万
円

農
林
水
産
業
費

▼
高
度
輪
作
営
農
条
件
整
備
事
業

　

補
助
・
：
八
百
七
十
七
万
円
（
種

　

も
み
調
整
施
設
の
設
置
）

★
農
業
生
産
管
理
シ
ス
テ
ム
確
立

　

事
業
補
助
・
：
三
百
九
十
六
万

　

円
（
農
作
業
の
雇
用
促
進
に
関

　

す
る
ア
ン
ヶ
I
ト
調
査
）

★
熟
達
農
林
漁
業
者
集
団
活
動
促

　

進
事
業
（
集
団
育
成
）
補
助
・
：
六

　

百
十
万
円
（
経
験
豊
富
な
高
齢

　

者
に
よ
る
生
産
組
織
の
育
成
）

★
こ
十
一
世
紀
型
水
田
農
業
モ
デ

　

ル
は
場
整
備
促
進
事
業
・
：
三
百

　

五
十
五
万
円
（
牛
ヶ
原
、
下
黒

　

谷
で
実
施
さ
れ
る
ほ
場
整
備
に

　

関
す
る
推
進
費
）

▼
県
単
土
地
改
良
事
業
・
：
千
四
百

　

八
十
五
万
円

▼
県
単
林
道
舗
装
事
業
…
こ
千
万

　

円
商
工
費

★
御
清
水
用
地
取
得
事
業
…
三
千

　

百
七
十
九
万
円
（
休
憩
所
設
置

　

の
た
め
の
用
地
取
得
）

土
木
費

▼
民
間
除
雪
機
械
借
上
料
・
：
三
千

　

五
百
万
円

★
木
本
原
地
下
水
か
ん
養
調
査
事

　

業
負
担
金
…
二
百
三
十
九
万
円

　

（
県
が
行
う
排
水
路
を
利
用
し

　

た
地
下
水
か
ん
養
調
査
の
市
負

　

担
分
）

教
育
費

★
エ
キ
サ
イ
ト
広
場
除
雪
機
購
入

　

事
業
・
：
百
三
十
五
万
円

災
害
復
旧
費

★
現
年
発
生
補
助
農
地
施
設
災
害

　

復
旧
事
業
…
七
百
三
十
一
万
円

監
査
委
員
に

西
川
氏
を
再
選

　

定
例
市
議
会
最
終
日
の
こ
十
日
、

任
期
満
了
と
な
っ
た
監
査
委
員
に
、

西
川
長
一
氏
（
6
9
歳
・
泉
町
）
を

再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

西
川
氏
は
四
期
目
で
、
任
期
は

四
年
。

エキサイティング

スポーツ

情珈ド報

中部日本

国体
全日本選手権予選

県外へ会場を

変更して開催

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
ス
キ
ー
競
技
の

開
幕
戦
と
な
る
ク
ラ
ブ
対
抗
ス
キ
ー

大
会
（
中
部
日
本
、
国
体
、
全
日

本
選
手
権
予
選
）
が
一
月
十
一
、

十
こ
日
六
呂
師
ス
キ
ー
場
で
開
催

の
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
雪
が

な
い
た
め
、
ク
ラ
ブ
対
抗
は
中
止

し
、
中
部
日
本
、
国
体
、
全
日
本

選
手
権
予
選
の
ア
ル
ペ
ン
競
技
は
、

富
山
県
利
賀
村
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
競
技
は
、
石
川
県
白
峰
村
に

会
場
を
変
更
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

成
績
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
。

●
男
子

・
ス
ラ
ロ
ー
ム
一
部
①
二
嶋
憲

雄
（
中
挟
）
②
三
嶋
嘉
之
（
中
挟
）

・
同
二
部
①
末
永
巌
（
陽
明

町
四
）
③
阪
井
幸
人
（
上
麻
生
島
）

・
同
三
部
①
山
内
慎
吾
（
稲
郷
）

・
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
一

部
①
三
嶋
憲
雄
（
中
挟
）
③
三

嶋
嘉
之
（
中
挟
）

・
同
二
部
①
末
永
巌
（
陽
明

町
四
）
②
阪
井
幸
人
（
上
麻
生
島
）

⑧
湯
下
武
（
南
六
呂
師
）

・
同
三
部
①
山
内
慎
吾
（
稲
郷
）

・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
一
部
①

前
田
宏
之
（
木
本
）
②
村
上
元
希

　

（
蓑
道
）

・
同
二
部
②
中
井
良
明
（
森
政

領
家
）

・
同
三
部
①
浦
山
郁
夫
（
木
本
）

②
阪
上
昭
男
（
富
島
）

●
女
子

・
ス
ラ
ロ
ー
ム
一
部
②
中
山
美

喜
恵
（
明
倫
町
）

・
同
二
部
①
広
瀬
こ
と
み
（
西

勝
原
）

・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
一
部
②

安
川
こ
づ
江
（
中
据
）

・
同
二
部
①
木
下
洋
子
（
明
倫

町
）
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ひざの痛み 老
化
現
象
と
あ
き
ら
め
な
い
で

温
湿
布
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
も
効
果
的

　

中
高
年
に
な
る
と
、
ひ
ざ
の
痛
み
を
訴
え
る
人
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
老
化
現
象
の
一
つ
と
あ
き
ら
め
が
ち

で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
手
当
で
痛
み
が
と
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
原
因
の
大
半
は
、
肥
満
や
運
動
不
足
な
ど
に

よ
る
。
ひ
ざ
へ
の
負
担
”
で
す
。
家
庭
で
の
治
療
法
と
予

防
対
策
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

ひ
ざ
が
痛
む
病
気
に
は
、
変
形

性
ひ
ざ
関
節
症
（
八
〇
％
）
や
慢
性

関
節
リ
ウ
マ
チ
（
一
五
％
）
、
骨
粗

し
ょ
う
症
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
原

因
を
探
っ
て
み
る
と

●
中
高
年
に
な
っ
て
、
体
重
が
増

ヽ
え
る

●
下
肢
の
筋
肉
が
弱
く
な
り
、
ひ

　

ざ
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪
く
な
る

・
正
座
な
ど
の
週
間
が
関
連
し
て

　

O
脚
に
な
る

●
軟
骨
部
に
は
血
管
が
な
い
の
で

　

栄
養
補
給
し
に
く
い

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

女
性
は
男
性
の
3
倍

　

ひ
ざ
の
痛
み
を
訴
え
る
患
者
は

圧
倒
的
に
女
性
が
多
く
、
男
性
の

約
三
倍
で
す
。

　

女
性
は
、
男
性
よ
り
も
骨
が
細

く
て
、
筋
力
も
弱
く
、
ひ
ざ
が
小

さ
い
た
め
で
す
。
し
か
も
閉
経
と

と
も
に
肥
満
が
進
む
た
め
、
ひ
ざ

に
か
か
る
体
重
の
負
荷
が
大
き
く

な
る
こ
と
も
、
女
性
に
多
い
原
因

で
す
。

ａ
囮
習
勿
冶
窓
色
り
吻

①
あ
た
た
め
る

　

温
湿
布
や
使
い
捨
て
カ
イ
ロ
、

ド
ラ
イ
ヤ
ー
の
温
風
な
ど
を
、
痛

む
部
分
に
当
て
て
温
め
ま
す
。
・
ぬ

る
め
の
湯
に
、
ひ
と
つ
か
み
の
塩

や
ユ
ズ
ミ
カ
ン
の
皮
、
ダ
イ
コ
ン

葉
な
ど
を
入
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
入

浴
す
る
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

②
自
己
マ
ッ
サ
ー
ジ

　

手
の
ひ
ら
で
、
太
も
も
か
ら
ひ

ざ
や
す
ね
に
か
け
て
、
も
ん
だ
り

な
で
た
り
し
ま
す
。
特
に
、
ひ
ざ

の
周
囲
を
入
念
に
マ
ッ
サ
ー
ジ
し

て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
リ
ウ
マ

チ
の
場
合
は
、
腫
れ
て
い
る
部
分

に
さ
わ
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

③
運
動
療
法

　

変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
の
場
合
は

足
を
動
か
す
こ
と
は
か
ま
い
ま
せ

ん
が
、
負
担
を
か
け
な
い
こ
と
が

大
事
で
す
。
無
理
の
な
い
運
動
、

例
え
ば
柔
軟
体
操
や
自
転
車
、
水

泳
（
水
中
歩
行
）
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

な
ど
で
す
。

　

毎
日
な
ら
、
二
十
分
か
ら
三
十

分
程
度
。
週
二
回
な
ら
、
一
回
に

つ
き
三
十
分
か
ら
六
十
分
が
理
想

で
す
。

④
食
事
療
法

　

重
点
は
、
カ
ロ
リ
ー
の
制
限
で

す
。
脂
肪
や
糖
分
を
少
な
く
し
、

肥
満
に
な
ら
な
い
よ
う
し
ま
す
。

外
食
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
バ
ラ

ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
て
く

だ
さ
い
。お

知
ら
せ

　

市
で
は
、
平
成
四
年
度
健

康
診
査
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

調
査
表
は
、
一
月
中
旬
か
ら

下
旬
に
区
長
さ
ん
を
通
じ
て

配
布
し
て
あ
り
ま
す
。
締
め

切
り
は
、
二
月
十
日
で
す
。

調
査
表
は
申
し
込
み
を
兼
ね

て
い
ま
す
の
で
、
正
確
に
記

入
の
う
え
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

皆さんの？靫1鮪づぐりを峰押しします・襲靴センター（容65－7333）



暮
ら
し
の

　

「
ア
吟
流
々
ス

ごぞんじ？？クーリング，・オフ制度

解約の手続きは

内容証明郵便や簡易書留で

　

訪
問
販
売
の
場
合
、
冷
静
な
判
断
が
で
き
な
い
状
態
で

契
約
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
こ
ん
な
と
き
、
消
費

者
の
利
益
を
守
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
の
が
「
ク
ー

リ
ン
グ
ー
オ
フ
制
度
」
で
す
。
一
定
期
間
内
で
あ
れ
ば
、

無
条
件
で
解
約
が
で
き
ま
す
。
業
者
へ
の
解
約
通
知
は
、

内
容
証
明
郵
便
や
簡
易
書
留
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
と
は
「
頭

を
冷
や
し
て
よ
く
考
え
る
」
と
い

う
意
味
で
す
。
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が

不
意
に
訪
れ
て
、
冷
静
な
判
断
が

で
き
な
い
ま
ま
契
約
。
後
で
考
え

直
し
て
み
た
ら
、
そ
ん
な
に
必
要

な
い
と
気
付
い
た
り
、
支
払
い
が

大
変
だ
と
思
っ
た
り
し
た
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

訪
問
販
売
の
場
合
、
契
約
の
日

も
含
め
て
八
日
間
以
内
な
ら
、
無

条
件
で
解
約
が
で
き
ま
す
。
違
約

金
や
損
害
金
な
ど
を
支
払
う
必
要

は
な
く
、
既
に
支
払
っ
た
申
込
金

（
頭
金
）
も
返
還
さ
れ
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
ガ

　
　
　

で
き
な
い
場
合

★
消
耗
品
（
化
粧
品
・
健
康
食
品
・

　

避
妊
用
具
な
ど
）
を
使
っ
て
し

　

ま
っ
た
場
合

★
三
千
円
未
満
の
現
金
取
引
の
場

　

合
★
指
定
外
の
商
品
、
役
務
、
権
利

　

（
指
定
さ
れ
て
い
て
も
乗
用
自

　

動
車
は
不
可
）

★
ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
期
間
が
過

　

ぎ
た
場
合

期
間
内
に
解
約
す
る
に
は

　

ク
ー
リ
ン
グ
ー
オ
フ
期
間
内
に

解
約
す
る
に
は
、
そ
の
意
志
を
契

約
し
た
業
者
に
は
っ
き
り
と
伝
え

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
ち
ば

ん
確
実
な
方
法
は
、
出
し
た
こ
と

が
証
明
で
き
る
内
容
証
明
郵
便
か

書
留
郵
便
で
す
。
（
書
き
方
参
照
）

　

電
話
は
手
軽
で
す
が
、
証
拠
が

残
ら
な
い
た
め
、
解
約
で
き
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
手
元

に
あ
る
商
品
を
送
り
返
し
た
だ
け

で
は
解
約
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
ク
レ
ジ
ッ
ト

契
約
を
し
て
い
る
場
合
は
、
ク
レ

ジ
ッ
ト
会
社
に
も
通
知
し
ま
し
よ

内容証明郵便ハガキ（簡易書留）

●
内
容
証
明
郵
便
の
用
紙
は

　

市
販
の
用
紙
を
使
う
と
便

　

利
。

●
3
部
複
写
す
る
。

●
一
行
2
0
字
詰
。
文
字
訂
正

　

は
訂
正
文
字
の
上
に
二
本

　

の
線
を
引
き
、
押
印
し
、

　

上
段
余
白
に
○
字
訂
正

　

（
削
除
・
加
入
）
と
書
く
。

　
　

（
印
は
認
印
で
よ
い
）
。

●
ハ
ガ
キ
は
、
出
す
前
に
コ

　

ピ
ー
を
と
り
保
管
す
る
。
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」
こ
の
「
ペ
ー
ジ
L
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
総
務
課

広
報
広
聴
係
（
天
神
町
一

I
一
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

自己紹介しま～す

＜るー・泄登場 クローバー スキー
クラブ

創
立
2
0
周
年
、
基
礎
ス
キ
ー
の
発
展
に
貢
献

　

昨
年
十
二
月
八
日
、
市
内
で
ク

ロ
ー
バ
ー
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
創
立
二

十
周
年
記
念
式
典
が
、
盛
大
に
開

か
れ
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ー
バ
ー
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が

誕
生
し
た
の
は
、
昭
和
四
十
六
年

当
時
は
、
お
も
に
競
技
ス
キ
ー
選

手
の
強
化
に
重
点
が
置
か
れ
て
い

た
そ
う
で
す
。
一
般
ス
キ
ー
ヤ
ー

が
増
え
始
め
た
の
も
そ
の
頃
で
、

基
礎
ス
キ
ー
の
重
要
性
を
感
じ
て

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
名
称
は
、
発

足
当
時
、
大
野
、
富
田
、
阪
谷
の

三
地
区
の
愛
好
者
が
、
ス
キ
ー
の

情
熱
を
三
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
に

託
し
て
名
付
け
た
そ
う
で
す
。

　

基
礎
ス
キ
ー
の
指
導
員
を
育
成

を
図
る
た
め
、
毎
年
県
内
合
宿
や

県
外
合
宿
を
実
施
す
る
ほ
か
、
サ

マ
ー
ス
キ
ー
や
ナ
イ
タ
ー
講
習
会

も
開
催
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
、

年
々
増
加
し
、
現
在
五
十
三
人
が

所
属
し
て
い
ま
す
が
、
約
八
割
が

全
日
本
ス
キ
ー
連
盟
指
導
員
の
資

格
を
持
っ
て
お
り
、
ス
キ
ー
教
室

や
競
技
役
員
な
ど
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

　

会
長
を
務
め
る
前
田
藤
喜
男
さ

ん
（
柿
ヶ
島
）
は
「
真
か
ら

ス
キ
ー
が
好
き
な
人
た
ち

が
集
ま
っ
た
会
で
す
。
先

輩
が
築
き
上
げ
、
会
員
相

互
の
団
結
で
、
二
十
周
年

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
後
も
こ
れ
を
契

機
に
、
会
員
同
士
が
一
層

技
術
を
磨
き
、
基
礎
ス
キ
ー

の
発
展
と
底
辺
拡
大
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
は
ス
キ
ー
の
メ
ッ

カ
で
あ
る
大
野
に
は
、
六

つ
の
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
が
あ

り
ま
す
。
優
秀
な
選
手
が

育
っ
て
い
る
陰
に
は
、
こ

う
し
た
ク
ラ
ブ
の
地
道
な
活
動
が

大
き
く
作
用
し
て
い
る
の
で
す
。

　

ク
ロ
ー
バ
ー
で
は
、
現
在
会
員

を
広
く
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心

者
も
歓
迎
し
ま
す
。
加
入
希
望
者

は
、
戸
塚
正
一
さ
ん
（
豊
6
6
・
5

1
9
9
）
ま
で

Sai。
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「
ミ
ス
お
お
の
」
と
し

て
市
の
P
R
に
貢
献岸本裕子

（20歳．七板）

　

昨
年
の
秋
に
、
他
薦
で
応
募

し
た
「
ミ
ス
お
お
の
シ
ン
デ
レ

ラ
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
幸
運
に

も
ミ
ス
お
お
の
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
選
ば
れ
た
以
上
は
、
大
野

市
の
代
表
と
し
て
、
市
の
イ
メ
ー

ジ
ア
ッ
プ
と
P
R
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
が
ん
ば
ろ
う
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

私
も
い
よ
い
よ
二
十
歳
。
市

の
成
人
式
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
他
の
市
で
は
、

い
ろ
ん
な
企
画
が
用
意
さ
れ
て

い
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、

式
典
だ
け
で
早
々
と
終
了
し
て

し
ま
っ
た
大
野
市
の
成
人
式
は
、

さ
み
し
い
思
い
が
し
ま
し
た
。

　

二
十
歳
と
い
っ
て
も
、
実
感
が

湧
い
て
き
ま
せ
ん
が
、
酒
や
た
ば

こ
が
許
さ
れ
る
反
面
、
責
任
も
あ

り
ま
す
。
自
分
の
考
え
を
し
っ
か

り
持
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば
と
自

戒
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
ミ
ス
お
お
の
と
し
て

三
回
ほ
ど
イ
ベ
ン
ト
に
出
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
お
の
名
水

ま
つ
り
の
宣
伝
で
は
、
福
井
の
デ

パ
ー
ト
で
ビ
ラ
配
り
な
ど
を
し
ま

し
た
。
最
初
は
す
ご
く
恥
ず
か
し

く
て
困
り
ま
し
た
が
、
私
は
大
野

の
代
表
と
し
て
来
て
い
る
ん
だ
と

自
分
に
言
い
聞
か
せ
な
が
ら
、
が

ん
ば
り
ま
し
た
。
た
ま
に
「
大
野
っ

て
ど
こ
に
あ
る
の
」
と
い
わ
れ
あ

然
と
し
た
こ
と
が
あ
り
、
意
外
と

知
ら
れ
て
い
な
い
ん
だ
な
と
感
じ

ま
し
た
。
二
月
二
日
に
は
、
七
間

か
ま
く
ら
朝
市
に
も
出
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
の
温
も
り
、
広
大
な
自
然
の

美
し
さ
、
お
い
し
い
水
な
ど
全
国

に
自
慢
で
き
る
も
の
が
い
っ
ぱ
い

あ
り
ま
す
。
こ
の
一
年
間
、
私
た

ち
ミ
ス
お
お
の
は
、
お
互
い
に
助

け
合
い
な
が
ら
、
「
越
前
大
野
」

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め

に
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。



私屯，べrxごk゛

市
民
会
館
に
専
門
職
員
の
採
用
を

　

私
は
、
音
楽
の
会

に
関
係
し
て
い
ま
す

全
く
の
素
人
の
者
で

す
。
音
楽
を
会
員
や
一
般
市
民
の

方
に
理
解
し
て
貰
う
た
め
、
自
主

公
演
の
企
画
を
し
ま
す
が
、
他
所

か
ら
歌
手
を
招
く
と
出
演
料
が
高

額
に
な
り
ま
す
。
入
場
料
を
千
円

か
ら
こ
千
円
は
頂
か
な
い
と
公
演

が
で
き
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
経
費
の

軽
減
を
は
か
る
た
め
に
市
民
会
館

の
職
員
に
音
響
、
照
明
の
操
作
を

お
願
い
す
れ
ば
大
変
ご
迷
惑
を
か

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

何
故
な
ら
、
出
演
す
る
方
は
、

勿
論
プ
ロ
で
あ
り
、
プ
ロ
公
演
と

な
れ
ば
、
舞
台
装
置
・
音
響
、
照

明
操
作
が
大
き
く
関
係
し
て
き
ま

す
。
あ
と
で
責
任
を
追
及
さ
れ
て

も
申
し
開
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

私
達
の
会
と
し
て
は
、
福
井
よ

り
プ
ロ
技
師
を
雇
う
よ
り
他
は
な

く
膨
大
な
経
費
を
要
し
、
利
潤
等

考
え
な
い
団
体
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
会
館
に
照
明
電
気
関
係
の
職

員
採
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

（
松
田
元
弥
・
城
町
・
8
2
歳
）

　

日
頃
、
市
民
文
化

の
向
上
、
活
性
化
に

ご
尽
力
を
賜
り
、
併

せ
て
市
民
会
館
を
ご
活
用
い
た
だ

き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
指
摘
に
も
あ
り
ま
す
よ
う
に
、

近
年
の
舞
台
催
し
物
に
お
い
て
は

音
響
・
照
明
等
の
比
重
が
増
大
し

て
お
り
、
機
器
も
複
雑
多
岐
に
、

ま
た
そ
の
操
作
も
多
く
の
人
員
を

要
す
る
も
の
と
な
り
、
専
門
の
操

作
員
を
依
頼
す
る
場
合
、
高
額
の

経
費
を
必
要
と
し
ま
す
。

　

市
民
会
館
で
は
、
こ
の
よ
う
な

状
況
の
な
か
、
昭
和
6
3
年
度
に
改

修
を
行
い
、
設
備
・
機
器
等
の
充

実
を
図
り
、
同
時
に
市
民
の
方
の

出
演
さ
れ
る
発
表
会
等
の
場
合
は
、

微
力
な
が
ら
機
器
操
作
等
に
つ
い

て
協
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
一
方
、
高
額
の
入
場
料
を

徴
す
る
場
合
等
は
、
公
の
立
場
と

し
て
、
協
力
す
る
こ
と
も
難
し
く
、

ま
た
、
専
門
の
技
術
職
員
を
雇
用

し
機
器
の
操
作
を
行
う
と
し
て
も

五
名
程
度
必
要
で
、
経
費
が
高
額

と
な
り
、
利
用
状
況
と
併
せ
る
と

困
難
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

入
場
さ
れ
る
方
に
納
得
し
て
頂

け
る
催
し
物
は
、
相
応
の
料
金
が

必
要
で
あ
る
と
市
民
の
方
に
ご
理

解
い
た
だ
き
、
専
門
の
業
者
に
依

頼
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
（
市
民
会
館
長
桜
井
清
臣
）

投
稿
規
定

　

市
政
に
つ
い
て
の
質
問
や
意

見
な
ど
を
、
八
ガ
キ
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
「
住
所
・
氏
名
・
年
齢

電
話
番
号
」
を
必
ず
お
書
き
く

だ
さ
い
。
紙
上
匿
名
は
自
由
で

す
が
、
住
所
・
氏
名
の
な
い
も

の
は
採
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

原
文
を
一
部
要
約
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

あ
て
先
は
、
「
母
9
1
2
大
野
市

天
神
町
一
－
一
大
野
市
役
所

総
務
課
広
報
公
聴
係
」
で
す
。

W吟歌

綱
引
き
「
越
前
大
野
ふ
る
さ
と
五
箇
」
の
監
督

幅
口
隆
一
さ
ん
（
5
3
歳
・
清
和
町
）

　

一
月
八
日
午
後
八
時
、
海
洋
セ

ン
タ
ー
体
育
館
に
響
き
わ
た
る
気

合
い
の
入
っ
た
か
け
声
。
綱
引
き

チ
ー
ム
「
越
前
大
野
ふ
る
さ
と
五

箇
」
の
皆
さ
ん
が
全
国
大
会
に
向

け
、
練
習
を
重
ね
て
い
ま
し
た
。

　

幅
口
隆
一
さ
ん
は
、
昭
和
六
十

一
年
に
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
て
以

来
、
監
督
を
務
め
て
お
ら
れ
る
そ

う
で
す
。
五
箇
出
身
者
で
組
織
し

て
い
る
「
ふ
る
さ
と
五
箇
を
愛
す

る
会
」
の
仲
間
か
ら
、
綱
引
き
の

話
が
持
ち
上
が
り
、
幅
口
さ
ん
ら

が
中
心
に
な
っ
て
こ
十
五
人
で
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
参
加
し
た
大
会
の
数

は
、
実
に
五
十
三
回
。
こ
の
う
ち

二
十
七
回
優
勝
し
て
お
り
、
そ
れ

以
外
の
大
会
で
も
ほ
と
ん
ど
上

位
入
賞
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

平
成
元
年
の
勤
労
者
大
会
で
は
、

全
国
制
覇
も
し
て
い
ま
す
。
昨

年
十
二
月
に
は
県
選
手
権
で
優

勝
、
全
国
大
会
出
場
を
決
め
て

い
ま
す
。
幅
口
さ
ん
は
「
試
合

に
は
、
猛
練
習
に
よ
っ
て
培
わ

れ
る
自
信
と
、
常
に
励
ま
し
合

い
磨
き
合
い
そ
し
て
助
け
合
う

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
練
習

以
上
の
力
が
発
揮
で
き
る
よ
う

努
力
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
会
員
は
十
三
人
で
、

平
均
年
齢
三
十
七
歳
だ
そ
う
で

す
。
綱
引
き
に
興
味
の
あ
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
入
会
の

連
絡
先
は
幅
口
隆
一
さ
ん
（
豊

6
5
・
3
4
0
7
）
ま
で
ど
う
ぞ
。

お
知
ら
せ

・
た
こ
あ
げ
大
会

　
　

参
加
者
募
集
中

日
時
3
月
9
9
一
日
㈲
午
前
1
1
1

　

時
～
午
後
3
時
3
0
分
（
雨
天

　

の
場
合
3
月
2
9
日
倒
）

会
場
六
呂
師
高
原

規
格
大
き
さ
、
図
柄
な
ど
I

　

切
自
由

参
加
対
象
年
齢
、
性
別
は
不

　

問

　

小
学
生
は
引
串
者
同
伴

日
程
受
付
＝
午
前
‥
1
1
1
1
一
時
、
作

　

品
審
査
＝
午
後
1
時
1
0
分
、

　

た
こ
あ
げ
競
演
＝
午
後
1
時

　

4
0
分
、
表
彰
式
＝
午
後
3
時

表
彰
手
づ
く
り
た
こ
の
中
か

　

ら
優
秀
作
品
を
子
供
の
部
、

　

一
般
の
部
に
分
け
て
表
彰

申
込
締
切
3
月
1
0
日
㈹

申
込
先
大
野
市
観
光
協
会

　

（
暑
9
1
2
大
野
市
天
神
町
2
－

　

4
｀
一
一
6
5
・
5
5
2
1
）

・
N
T
T
営
業
窓
口

今
月
か
ら
土
曜
も
休
業

　

N
T
T
で
は
、
今
月
か
ら
毎

週
土
曜
日
の
営
業
窓
口
が
休
業

と
な
り
ま
す
。

　

土
曜
日
の
午
前
中
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
に
、
電
話
で
の
ご

要
件
を
「
1
1
6
番
」
で
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
ご
利
用
く
だ

さ
い
。



カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
冬
の
自
然
を
満
喫

　

オ
ア
シ
ス
協
会
主
催
の
ウ
イ
ン
タ
ー
・
カ
ン
ト
リ
ー
ス
ク
ー
ル
が
、
1
月
5

日
か
ら
3
日
間
、
旧
六
呂
師
小
学
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。
冬
の
自
然
と
の
ふ
れ

あ
い
を
求
め
、
県
内
か
ら
小
学
生
3
2
人
が
参
加
。
雪
合
戦
や
か
ん
じ
き
作
り
、

野
山
の
散
策
な
ど
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
6
日
は
、
重
い
杵
に
手
こ
ず
り
な
が
ら

の
も
ち
つ
き
。
威
勢
の
よ
い
か
け
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

市民吹奏楽団

X’マスコンサード

　

1
2
月
9
9
一
日
、
大
野
市
民
吹
奏
楽
団

に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ー
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

コ
ン
サ
ー
ト
が
、
市
民
会
館
で
開
か

れ
ま
し
た
。
浦
島
太
郎
の
物
語
に
合

わ
せ
た
「
音
楽
の
絵
本
」
や
T
V
ま

ん
が
メ
ド
レ
ー
、
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
な
ど
、
団
員
が
こ
の
日
の
た
め
に

と
練
習
を
重
ね
て
き
た
成
果
を
披
露
。

会
場
い
っ
ぱ
い
の
親
子
連
れ
ら
は
、

一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
満
喫

し
て
い
ま
し
た
。

親子楽しく

X’マスケーキづくり

　

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
し
て
1
9
一
月
1
5

日
有
終
会
館
に
お
い
て
、
父
子
、
母

子
家
庭
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
ケ
ー

キ
づ
く
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
5
0
人
は
、
菓
子
店

か
ら
の
専
門
講
師
の
指
導
を
受
け
て
、

お
店
に
並
ん
で
い
る
よ
う
な
見
事
な

ヶ
I
キ
を
作
り
、
親
子
と
も
満
足
そ

う
に
ヶ
I
キ
ヶ
I
ス
に
納
め
て
い
ま

し
た
。

北部児童センターで

しめ縄、リースづくり

　

北部児童センターでは、12月16日よ

り一週間、20人の児童が、しめ縄、リー

ス（輪飾り）づくりに挑戦しました。

　

秋に体験した、わら縄あみのこつを

いかして、こつこつと興味をもって辛

抱強く、取り組んでいました。

　

松かさ、松葉、なんてんの実や葉な

どで作ったりースは、美しく見事な出

き映えでした。

市卓球協会が初打ち

ミニ国体成功を祈る

　

1月4日、エキサイト広場小アリー

ナにおいて、協会会員30人が集まり。

　

「本年も皆壮健で、協会の発展と北信

越ミニ国体が当市で開かれるので、大

会の成功に向けて頑張ろう」の挨拶が

あり、気分も新たにして初打ちが行わ

れました。基本練習後、紅白試合に入

り心地よい汗を流していました。

包遇（恥包陥

三・tr・゛Tj友び。●。；
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園
児
の
I
日
体
験
入
学
上
庄
小
な
ど
で
始
ま
る

　

今
春
に
新
入
学
を
控
え
た
保
育
園
、
幼
稚
園
児
の
一
日
体
験
人
学
が
1
月
2
1

日
か
ら
、
各
小
学
咬
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
上
庄
小
学
校
に
5
8
人
の
園
児
が
訪
れ
、
校
長
先
生
か
ら
「
自
分
の

こ
と
は
、
自
分
で
出
来
る
よ
う
に
」
と
の
お
話
し
が
あ
り
、
一
年
生
の
お
兄
さ

ん
や
お
姉
さ
ん
が
勉
強
し
て
い
る
様
子
を
見
学
し
、
校
内
を
見
て
回
り
ま
し
た
。

図書館に

待望の自転車置場完成

　

こ
の
ほ
ど
、
図
書
館
玄
関
右
側
に

建
設
を
し
て
い
ま
し
た
4
0
台
収
容
の

自
転
車
置
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
た
く
さ
ん
の
自
転
車

が
通
路
に
置
い
て
あ
り
、
利
用
者
に

迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
景
観
も
よ
く
な
る
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
で
お
越
し
の
と
き
は
、
必

ず
自
転
車
置
場
に
置
く
よ
う
に
し
ま

市づぐり計画

第三次総合計画の概要版を発行

　

こ
の
ほ
ど
市
は
、
二
十
一
世
紀
を

展
望
し
た
第
三
次
総
合
計
画
い
わ
ゆ

る
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
シ
テ
ィ
お

お
の
二
十
一
世
紀
プ
ラ
ン
」
の
概
要

版
を
作
り
、
全
世
帯
に
届
け
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
平
成
十
二
年
ま
で
の
基

本
構
想
、
七
年
ま
で
の
基
本
計
画
、

こ
の
計
画
を
具
体
化
す
る
実
施
計
画

に
つ
い
て
わ
か
り
易
く
説
明
し
て
い

ま
す
。

名水保存会が

専門家を招いて学習会

　

大野名水保存会が1月6日、環境問

題に詳しい専門家や弁護士を招いた学

習会を有終会館で開催しました。「な

ぜ中据に工場誘致はいけないのか」を

テーマに、パネルディスカッション方

式で展開。地下水に関心の深い市民ら

約150人が参加し、各地の地下水汚染

事例やその保全対策などについて、熱

心に耳を傾けていました。

身近な話塚をお知らせください。

弓道協会

新道場で初射会

　

1月19日、エキサイト広場弓道場で

弓道協会会員が一堂に会し、初射会が

行われました。

　

本年は、例年と違い新しくなった弓

道場での初射会とあって、今までにな

いずかすがしい気持で、厳粛に矢渡し

の儀式を行った後、真新らしい的に、

狙いを定め、全員が初射して新しい年

を祝いました。



お
知
ら
せ
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月

・
老
人
家
庭
看
護
法
講
習
会

　

市
赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
次
の

と
お
り
老
人
家
庭
看
護
法
講
習
会

を
開
き
ま
す
。

期
間
2
月
1
t
―
（
日
伽
～
1
4
日
團

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
（
1
2
日

　

は
午
前
1
0
時
か
ら
）

会
場
市
役
所
大
会
議
室
（
3
階
）

定
員
2
0
人

受
講
料
教
材
費
I
、
0
0
0
円

内
容
日
赤
県
支
部
指
導
員
に
よ

　

る
講
義
と
実
技

申
込
2
月
7
日
倒
ま
で
に
市
福

　

祉
事
務
所
保
護
係
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
7
1
）
ま
で

・
雇
用
促
進
事
業
団
の

　

「
が
く
ゆ
う
ロ
ー
ン
」

　

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
勤
労

者
本
人
や
そ
の
親
族
が
、
進
学
ま

た
は
在
学
中
に
必
要
な
資
金
の
融

資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
財
形
貯
蓄
を
し
て
い
る

　

勤
労
者

対
象
費
用
入
学
金
、
授
業
料
、

　

寄
付
金
、
受
験
料
、
教
科
書
代

　

な
ど

教
育
施
設
大
学
、
高
校
、
専
修

　

学
校
、
各
種
学
校

融
資
額
財
形
貯
蓄
残
高
の
5
倍

　

以
内
。
限
度
額
は
、
進
学
資
金

　
　

（
入
学
時
）
＝
3
0
0
万
円
修

　

学
資
金
（
在
学
中
）
＝
1
5
0
万

　

円

融
資
利
率
年
7
・
8
％
固
定
金

　

利
制
（
H
3
・
1
0
・
1
7
）

返
済
期
間
6
年
以
内

保
証
人
I
人
ま
た
は
財
形
信
用

　
　

保
証
㈱
の
債
務
保
証

問
合
せ
先
雇
用
促
進
事
業
団

　

福
井
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
（
≫

　

0
7
7
t
o
・
2
5
．
r
－
i
c
T
t
o
o
a
o
－
M

　

で
）

●
N
H
K
学
園
の

　
　

通
信
教
育
生
募
集

　

N
H
K
学
園
で
は
、
平
成
四
年

度
の
高
等
学
校
の
生
徒
と
専
攻
科

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

高
校
普
通
科
コ
ー
ス
（
通
信
教
育

　

3
年
間
の
学
習
で
高
卒
資
格
が

　

得
ら
れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
4

　

月
1
5
日
ま
で
）

高
校
選
科
生
コ
ー
ス
（
通
信
教
育

　

希
望
科
目
を
学
習
し
て
、
単
位

が
取
得
で
き
ま
す
。
申
し
込
み

は
4
月
1
5
日
ま
で

高
校
専
攻
科
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
●

ス
ク
ー
ル
）
社
会
福
祉
コ
i
ス

　

高
校
卒
業
後
、
2
年
間
の
学
習

　

で
「
N
H
K
学
園
福
祉
ボ
ラ
ン

　

テ
ィ
ア
」
の
認
定
資
格
が
得
ら

　

れ
ま
す
。
申
し
込
み
は
4
月
5

　

日
ま
で

　

案
内
書
の
請
求
は
、
は
が
き
に

①
希
望
コ
ー
ス
②
郵
便
番
号
③
住

所
④
氏
名
⑧
電
話
番
号
を
明
記
の

う
え
、
唇
1
8
6
1
0
1
東
京
都
国
立
市

富
士
見
台
2
1
3
6
N
H
K
学
園
8

E
1
2
係
（
豊
0
4
2
5
●
7
2
●
3

I
Q
り
I
）
へ
o

●
市
業
務
職
員
募
集

　

平
成
4
年
4
月
採
用
予
定
の
大

野
市
業
務
職
員
の
採
用
試
験
を
次

の
と
お
り
行
い
ま
す
。

採
用
人
員
清
掃
員
1
人

受
験
資
格
昭
和
3
1
年
4
月
2
日

　

か
ら
昭
和
4
9
年
4
月
1
日
ま
で

　

に
生
ま
れ
た
人
。
学
歴
、
性
別

　

は
不
問

試
験
日
2
月
1
6
日
向
午
前
8
時

　

1
0
分

会
場
市
役
所

試
験
内
容
教
養
試
験
、
作
文
試

　

験
、
面
接
試
験

受
付
期
間
2
月
3
日
～
1
9
一
日

申
込
方
法
市
役
所
総
務
課
人
事

　

係
に
あ
る
所
定
の
申
込
用
紙
に

　

写
真
を
張
り
、
身
体
検
査
書
を

　

添
え
て
提
出
。
郵
便
で
申
込
用

紙
を
請
求
の
場
合
は
、
封
筒
の

表
に
「
業
務
職
試
験
申
込
用
紙

請
求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先

を
明
記
の
上
、
6
2
円
切
手
を
張
っ

た
返
信
用
封
筒
を
同
封

申
込
先
・
問
合
せ
先
大
野
市
役

　

所
総
務
課
人
事
係
（
i
9
1
2
大

　

野
市
天
神
町
l
i
l
豊
6
6
。

　

1
1
1
1
内
線
（
N
l
（
N
I
C
O
）

・
ひ
な
祭
り
料
理
教
室

　

手
づ
く
り
料
理
で
、
子
ど
も
の

成
長
を
祝
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
2
月
2
9
日
田
午
前
9
時

　

3
0
分
～
1
2
時

会
場
大
野
地
域
職
業
訓
練
セ
ン

　

タ
ー
（
市
農
協
会
館
前
）

定
員
先
着
3
0
人

受
講
料
I
、
0
0
0
円

申
込
受
講
料
を
添
え
て
訓
練
セ

　

ン
タ
ー
（
中
挟
I
－
1
6
0
1

　

－
I
豊
6
5
・
6
8
4
0
）
へ

●
蔵
書
点
検
の
た
め

　
　
　

図
書
館
が
休
館

　

市
図
書
館
は
、
2
月
3
日
㈲
か

ら
‥
1
1
日
固
ま
で
の
9
日
間
、
蔵
書

点
検
の
た
め
に
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

今
、
図
書
館
で
は
2
月
末
日
ま

で
の
間
、
特
別
貸
し
出
し
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
一
人
で
何
冊
も
借

り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
貸
し

出
し
期
間
も
3
週
間
と
長
く
な
っ

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

交通
安全

４
r

危
険
が
い
っ
ぱ
い

　

見
通
し
が
悪
い
雪
道

　

雪
道
は
、
交
通
状
況
が
見
え
に
く

く
、
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
と
く
に
降
雪
時
は
、
見
通
し
が

極
端
に
悪
く
、
前
方
の
安
全
確
認
が

困
難
に
な
っ
た
り
。
地
吹
雪
や
先
行

車
の
巻
き
上
げ
る
雪
煙
で
、
突
然
視

界
が
閉
ざ
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
視
界
が
悪
い
と
き
は
、
車

間
距
離
を
長
め
に
と
り
、
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
し
ま
す
。
昼
で
も
ラ
イ
ト
な

ど
を
点
灯
し
て
く
だ
さ
い
。

　

道
路
脇
に
除
雪
さ
れ
た
雪
が
ラ
ず

高
く
盛
ら
れ
て
い
る
道
路
で
は
、
雪

壁
が
障
害
と
な
っ
て
、
交
差
車
両
や

横
断
歩
行
者
の
早
期
発
見
が
困
難
に

な
り
ま
す
。
対
向
車
の
位
置
を
よ
く

確
認
し
た
上
で
、
で
き
る
だ
け
道
路

中
央
寄
り
を
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
て

走
行
し
て
く
だ
さ
い
。
雪
壁
の
切
れ

目
や
横
断
歩
道
の
標
識
、
家
並
な
ど

を
目
安
に
、
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
よ

　

雪
道
は
、
所
要
時
間
が
余
分
に
か

か
り
ま
す
。
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、
早

め
の
出
発
と
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
心

が
け
る
こ
と
が
、
安
全
へ
の
道
に
つ

な
が
り
ま
す
。
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・
運
転
免
許
の
取
り
消
し

　

と
行
政
訴
訟

　

運
転
免
許
の
取
り
消
し
な
ど
の

行
政
処
分
は
、
た
と
え
そ
の
処
分

に
間
違
い
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が

重
大
な
も
の
で
、
か
つ
だ
れ
の
日

か
ら
見
て
も
明
か
で
あ
る
場
合
4

除
い
て
は
、
そ
の
処
分
が
取
り
消

さ
れ
な
い
限
り
、
有
効
な
も
の
片

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

間
違
っ
た
行
政
処
分
を
取
り
消

し
て
も
ら
う
に
は
、
処
分
を
し
た

行
政
庁
ま
た
は
そ
の
L
級
の
行
政

庁
に
不
服
申
し
立
て
を
す
る
か
、

取
り
消
し
を
求
め
る
行
政
訴
訟
を

起
こ
す
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
行
政
訴
訟
の
こ
と
を
取
消

訴
訟
と
い
い
ま
す
。
取
消
訴
訟
は

訴
訟
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
期

間
が
制
限
さ
れ
、
処
分
の
種
類
に

よ
っ
て
は
、
不
服
申
し
立
て
を
し

て
か
ら
で
な
い
と
訴
訟
を
起
こ
せ

な
い
な
ど
特
別
な
手
続
き
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
福
井
地
方
裁
判
所

（
容
0
7
7
6
・
9
9
一
・
5
0
0
0
）

に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

…
不
用
品
の
提
供
に

　
　

ご
協
カ
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
家
庭
の
不
用
品
交
換

を
あ
っ
せ
ん
す
る
「
家
庭
用
品
の

再
活
用
制
度
」
を
行
っ
て
い
ま
す

　

家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
品
物
で

捨
て
る
に
は
も
っ
た
い
な
い
品
物

（
家
具
・
電
気
器
具
・
子
供
用
具

な
ど
で
、
使
用
可
能
な
も
の
）
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
価
格
な
ど
の
交
渉
は
、
当

事
者
間
で
行
い
ま
す
。

譲
つ
て
ほ
し
い
品
物
ピ
ア
ノ
、

　

エ
レ
ク
ト
ー
ン
、
冷
蔵
庫
、
自

　

転
車
、
2
段
ベ
ッ
ド
、
ベ
ビ
ー

　

バ
ス

連
絡
・
問
合
せ
先
市
生
活
環
境

　

課
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

6
3
）

※
「
家
庭
用
品
の
再
活
用
制
度
」

　

に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の
市
民

　

カ
レ
ン
ダ
ー
（
裏
）
に
詳
し
く
掲

　

載
し
て
あ
り
ま
す
。

…
固
定
資
産
課
税
台
帳
の

　

縦
覧

　

平
成
四
年
度
分
の
固
定
資
産
課

税
台
帳
を
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し

ま
す
。
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

期
間
3
月
1
日
～
2
0
口

場
所
市
役
所
税
務
課

資
格
固
定
資
産
の
所
有
者
、
納

　

税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、
委

　

任
状
な
ど
に
よ
る
代
理
人

持
参
品
印
鑑
（
代
理
人
は
委
任

　

状
な
ど
も
）

問
合
せ
先
市
税
務
課
資
産
税
係

　
　

（
容
6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
2

　

5
・
4
2
6
）
へ

…
ヨ
ロ
ン
島
で

　

ち
び
つ
こ
探
検
学
校

　

子
供
を
自
然
に
親
し
ま
せ
、
外

国
人
小
学
生
と
活
動
を
共
に
し
て

国
際
感
覚
身
に
つ
け
る
一
歩
と
な

る
こ
と
を
目
的
に
、
国
際
青
少
年

研
修
協
会
が
主
催
し
ま
す
。

期
間
3
月
2
5
日
困
～
4
月
1
日

　

㈲

場
所
鹿
児
島
県
大
島
郡
与
論
町

定
員
小
学
生
3
6
0
人
（
原
則

　

と
し
て
三
年
生
以
土
）

内
容
イ
カ
ダ
作
り
、
島
内
探
検
、

　

砂
糖
作
り
、
海
の
運
動
会
な
ど

費
用
約
9
万
円

説
明
会
中
部
地
区
は
、
3
月
1

　

日
向
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時

会
場
愛
知
県
中
小
企
業
セ
ン
タ
ー

　
　

（
容
0
5
2
…
5
6
1
・
4
1
2
1
）

締
切
3
月
7
日
出
ま
で

申
込
方
法
参
加
申
込
書
、
完
全

　

記
載
し
た
健
康
ノ
ー
ト
、
保
険

　

書
の
コ
ピ
ー
を
添
え
て
協
会
へ

問
合
せ
先
国
際
青
少
年
研
修
協

　

会
［
唇
1
6
0
新
宿
区
四
谷
2
1

　

H
］
大
村
ビ
ル
3
階
豊
0
3
・

　

3
3
5
9
・
8
4
2
1
）

・
物
価
モ
ニ
タ
ー
・
消
費

　

者
価
格
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

【
物
価
モ
ニ
タ
ー
】

内
容
生
活
関
連
物
資
の
価
格
動

　

向
な
ど
の
調
査

定
員
5
人

主
管
経
済
企
画
庁

　

【
消
費
者
価
格
モ
ニ
タ
ー
】

内
容
灯
油
、
L
P
G
な
ど
の
小

　

売
価
格
調
査

定
員
1
人

主
管
通
商
産
業
省

　

任
期
は
い
ず
れ
も
4
月
か
ら
1

年
間
で
、
謝
礼
は
1
2
、
0
0
0

円
（
予
定
）
。
申
込
は
2
月
1
5
日

出
ま
で
に
市
生
活
環
境
課
（
豊
6
6
・

1
1
1
1
内
原
4
6
旦

…
ふ
る
さ
と
情
報
定
期
便

　

申
込
受
付
中

　

市
で
は
、
市
外
に
住
む
大
野
出

身
者
を
対
象
に
「
広
報
お
お
の
」

や
商
工
会
議
所
、
農
協
、
社
福
協

な
ど
が
発
行
す
る
広
報
紙
を
毎
月

無
料
で
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
「
ふ
る
さ
と
情
報

定
期
便
」
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
の

情
報
を
お
届
け
す
る
一
方
、
ふ
る

さ
と
へ
の
提
言
も
お
願
い
す
る
も

の
で
、
年
に
1
回
ア
ン
ケ
ー
ト
に

答
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

申
込
は
、
誰
で
も
で
き
ま
す
。

申
込
先
市
役
所
総
務
課
広
報
広

　

聴
係
（
天
神
町
l
j
l
豊
6
6
・

　

1
1
1
1
内
線
4
4
0
）

市観光写真コンテスト作品募集

　　

「自然が満ちあふれ・。文化

の香り高い・・訪れる人に心の

安らぎ・・」。こんな大野を全

国に紹介するための写真を募集

します。

テーマ大野市の自然や風景、

　

物産、特産、名所旧跡、年中

　

行事サイズ四ツ切り

募集条件①応募点数の制限な

　

し2未発表に限る3作品の裏

　

に応募券を張ること④入賞作

　

品の版権は観光協会が取得、

　

人賞作は返却しない⑤入賞作

　

品のネガは主催者に提出

応募資格一般（学生含む）

締切2月15日①

賞特賞（1点）トロフィーと

　

5万円、1席（2点）トロフィー

　

と3万円、2席（5点）トロ

　

フィーと2万円、佳作（10点）

　

楯と1万円

応募・問合せ先大野市観光協

　

会（唇912大野市大神町2－

　

4豊65－5521）

　

写真コンテスト応募券（様式）

題材

住所 氏名

電話 カメラ

レンズ 絞り

シャッター 場所

撮影日 時間
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内
山
進
之
墓

　

清
滝
に
あ
る
曹
洞
宗
洞
雲
寺
の
墓
地
に
、

内
山
進
之
墓
が
あ
り
ま
す
。
福
井
県
立
大
野

中
学
校
の
中
興
の
名
校
長
と
う
た
わ
れ
た
内

山
進
先
生
は
、
清
瀧
神
社
宮
司
十
時
家
の
次

男
と
し
て
明
治
二
十
六
年
に
誕
生
。
有
終
尋

常
高
等
小
学
校
入
学
、
大
野
中
学
校
、
金
沢

第
四
高
等
学
校
を
経
て
、
大
正
七
年
に
京
都

帝
国
大
学
文
科
大
学
を
卒
業
、
内
山
家
の
養

子
と
な
り
ま
し
た
。
米
英
独
に
留
学
の
の
ち
、

横
浜
高
等
商
業
学
校
教
授
と
な
り
、
自
宅
を

良
休
塾
と
称
し
て
大
野
出
身
の
学
生
に
開
放

し
ま
し
た
。
昭
和
八
年
、
郷
土
の
要
望
に
応

え
て
帰
郷
を
決
意
、
そ
し
て
大
野
中
学
校
に

着
任
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
内
山
校
長
は
在

任
わ
ず
か
三
年
六
か
月
、
昭
和
十
二
年
六
月

七
日
四
十
四
歳
の
若
さ
で
、
不
帰
の
客
と
な

り
ま
し
た
。

　

先
生
は
、
精
力
的
に
校
舎
の
改
築
、
教
育

の
刷
新
、
体
育
の
向
上
等
に
目
を
見
張
る
よ

う
な
努
力
を
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
二
年
の
秋

に
は
、
先
生
を
慕
う
卒
業
生
が
内
山
進
先
生

顕
彰
会
を
結
成
し
、
昨
年
十
一
月
に
「
追
慕
・

内
山
進
先
生
」
を
出
版
い
た
し
ま
し
た
。
百

枚
以
上
の
写
真
や
六
十
編
の
投
稿
、
資
料
も

含
め
て
四
四
〇
ペ
ー
ジ
に
及
ん
で
い
ま
す
。

大
抵
の
卒
業
生
は
、
夜
を
徹
し
て
一
気
に
読

み
終
わ
り
、
今
も
何
度
目
か
を
涙
を
流
し
な

が
ら
読
み
続
け
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

御
清
水
の
近
く
に
先
生
の
自
宅
の
建
物
が

当
時
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
’
菩
提
所
の
洞

雲
寺
に
は
、
大
野
藩
士
内
山
良
休
や
隆
佐
の

墓
が
あ
り
ま
す
。
先
生
の
没
後
五
十
数
年
を

経
た
今
も
遺
徳
が
慕
わ
れ
て
い
る
わ
け
は
、

寄
稿
文
の
随
所
に
見
ら
れ
、
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
た
墓
や
供
え
ら
れ
た
生
花
が
何
よ
り
も

卒
業
生
の
気
持
を
表
わ
し
て
い
ま
し
た
。

市民のうごき

1月1日現在 前月比

世帯数 11．296世帯 十3世帯

42，067人 十12人

人口 男 20，133人 －1人

女 21，934人 十13人

12月中の異動
転入 46人 出生 30人

転出 34人 死亡 30人

市内の交通事故状況（4ヵヽち9）

件数内訳
平成3年　
12月末

平成2年　
12月末 増減

総件数 428件 420件 十8件

人身

事故

件数 130件 178件 －48件

死者 1人 2人 －1人

傷者 176人 232人 －56人

物損事故 298件 242件 十56件

表
紙
の
こ
と
ば

　

‐
一
月
6
日
の
夕
方
、
カ
ン
ト

リ
ー
ス
ク
ー
ル
で
の
も
ち
つ
き

大
会
は
、
昔
な
が
ら
の
杵
で
。

途
中
か
ら
子
ど
も
た
ち
も
杵
の

重
さ
と
戦
い
な
が
ら
挑
戦
。
友

だ
ち
か
ら
の
声
援
を
受
け
て
ど

う
に
か
、
お
も
ち
に
な
り
、
お

ば
さ
ん
に
あ
ん
こ
や
き
な
こ
を

い
っ
ぱ
い
つ
け
て
も
ら
い
、
お

い
し
そ
う
に
食
べ
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

取
材
で
、
時
々
エ
キ
サ
イ
ト

広
場
へ
行
き
ま
す
が
、
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
こ
の
体
育

館
で
、
い
き
い
き
と
プ
レ
ー
さ

れ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
総
合

体
育
館
の
あ
る
有
り
難
さ
を
感

じ
ま
す
。

　

屋
外
体
育
施
設
に
つ
い
て
も
、

着
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
て
お

り
、
早
い
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

IR，見ie・

　

住
み
慣
れ
た
大
野
を

離
れ
、
阪
神
工
業
地
帯

の
メ
ッ
カ
で
暮
ら
し
て

み
る
こ
と
に
し
た
。
そ

れ
で
妻
や
子
ら
と
別
れ

高
層
ビ
ル
の
一
室
に
寄

宿
し
た
の
だ
が
、
た
ち
ま
ち
不
眠
症
に
陥
っ
た
。

▼
阪
急
や
J
R
、
名
神
高
速
な
ど
の
道
路
網
が

交
錯
し
て
い
る
渦
中
に
移
り
住
ん
だ
の
だ
か
ら

昼
夜
と
な
く
騒
音
の
洪
水
だ
。
空
気
も
水
も
臭

く
て
汚
い
。
有
機
溶
剤
の
詰
ま
っ
た
タ
ン
ク
や

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
が
血
管
の
よ
う
に
張
り
巡
ら
さ

れ
て
お
り
、
終
日
不
気
味
な
音
を
立
て
て
い
る

田
舎
育
ち
の
者
に
は
、
安
心
し
て
眠
れ
た
も
の

で
は
な
い
▼
隣
室
の
人
に
相
談
し
た
ら
「
寝
し

な
に
I
杯
ひ
っ
か
け
て
み
な
は
れ
」
と
言
わ
れ

た
。
酒
は
好
き
で
は
な
い
が
、
な
る
ほ
ど
酔
い

が
回
り
ト
ロ
ン
と
な
っ
て
寝
入
っ
た
。
と
こ
ろ

が
二
、
三
時
附
も
す
る
と
、
ま
た
も
や
騒
音
に

か
き
乱
さ
れ
て
目
が
覚
め
て
し
ま
っ
た
▼
「
も

う
一
杯
あ
お
っ
て
み
な
は
れ
」
と
隣
人
は
無
責

任
な
こ
と
を
言
う
が
、
度
重
な
る
と
簡
単
に
は

酔
え
な
く
な
り
、
ま
す
ま
す
目
が
さ
え
て
脳
乱

状
態
。
「
災
難
だ
と
思
っ
て
、
あ
き
ら
め
な
は

れ
。
そ
の
う
ち
に
慣
れ
て
き
て
眠
れ
る
よ
う
に

な
る
か
ら
」
と
笑
わ
れ
る
始
末
▼
騒
音
地
獄
の

中
で
も
、
母
さ
ん
の
懐
で
ス
ヤ
ス
ヤ
眠
っ
て
い

る
赤
ち
ゃ
ん
や
、
ペ
ッ
ト
の
犬
猫
が
う
ら
や
ま

し
い
。
良
寛
さ
ま
な
ら
「
災
難
に
あ
う
時
節
に

は
、
災
難
に
あ
う
が
よ
く
候
。
こ
れ
災
難
を
の

が
る
る
妙
法
に
て
候
」
と
仰
せ
に
な
っ
て
も
お

ら
れ
よ
う
▼
あ
あ
、
静
か
な
大
野
へ
帰
っ
て
、

ゆ
っ
く
り
と
眠
り
た
い
な
あ
。
暦
の
上
で
は
立

春
と
は
い
え
、
ま
だ
衣
更
着
（
き
さ
ら
ぎ
）
の

時
節
だ
。
大
野
の
方
も
寒
か
ろ
う
な
あ
（
N
）

発
行
福
井
県
大
野
市
・
編
集
総
務
課
広
報
広
聴
係
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）
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